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１ 会議名   令和５年 第 11 回教育委員会会議 会議録 

２ 開催日時    令和５年９月 27 日（水）午後２時 30 分～午後３時 12 分 

３ 開催場所  ２階 特別会議室 

４ 出席委員  教育長 守山 敏晴   

委 員 廣田 登志子、村尾 利勝、渡邉 博明、柿木 秀雄 

５ 欠席委員  なし 

６ 会議出席者 

   教育次長   ： 丸川 浩 

教育政策課長 ： 村重 武志   

教育政策課 英語教育推進室長  ： 村中 俊一郎 

学校教育課長 ： 重本 浩志  学校教育課主幹 ： 田村 幸恵 

青少年課長 教育センター所長兼務 ： 倉本 敦 

生涯学習課長 中央公民館長兼務  ： 岡田 司 

中央図書館長 ： 山本 圭子  科学センター次長 ： 宮 文男 

  周東支所長  ：  加藤 勝巳 

錦支所長   ： 岩脇 孝史  美和支所長  ：  佐伯 重樹 

７ 会議従事職員   教育政策課 ： 大黒屋 誠、村上 葵 

８ 会議録署名委員  廣田 登志子、 渡邉 博明 

９ 議事日程 

日程第１ 会議録署名委員の指名について 

日程第２ 報告第 12 号  所管事項について 

会議の大要 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育政策課長 

 

 

 

 

 

 

周東支所長 

 

・ただいまから令和５年第 11 回岩国市教育委員会会議を開会します。 

・はじめに、日程第１会議録署名委員の指名を行います。本日の会議録

署名委員は、廣田委員と渡邉委員にお願いします。 

・本日の議題は、日程第２「報告第 12 号 所管事項について」、以上で

ございます。 

・それでは、日程第２「報告第 12 号 所管事項について」を議題といた

します。これにつきましては、協議会形式で進めたいと思います。各

担当部署から先に配布しております行事予定表について、補足又は所

管事項に関する懸案等がありましたら説明をお願いします。 

・まず初めに、行事報告について、前回の会議において、柿木委員から

御提言をいただきました、市民の方に広く募る等、募集定員のある行

事につきましては、できる限り、実際の参加人数に加えて、募集定員

を、表の右横に記載するようにしております。また、今回新たに企画

したイベント等についても、行事名の頭に★印を付けるようにしてお

ります。こういったことにより、少しずつですが、今後、実施方法や

効果等の検証につなげていきたいと思っております。 

・夏休みということで、子供向けの講座は定員に達するくらいの参加が
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学校教育課長 

 

 

中央公民館長 

 

 

 

 

 

 

中央図書館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育政策課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

村尾委員 

 

中央図書館長 

村尾委員 

中央図書館長 

ございました。８月 23 日の玖珂まち生涯大学と８月 25 日のスマート

フォンの使い方講座は、高齢者の方が対象で、参加率が低かったので、

今後の課題として残しております。 

・数学者のピーター・フランクル氏が春先に学校訪問を行い、１時間程

度講演をしてくださいましたが、秋にも行ってくださいます。市内の

学校を６校程度、回らせていただく予定です。 

・岩国少年少女合唱団「ひまわり」の 30 周年記念コンサートを予定して

おります。日時は 10 月 29 日の日曜日、場所は岩国市民文化会館大ホ

ールとなっております。中央公民館主催事業として活動している「ひ

まわり」の 30 周年を記念したコンサートで、音楽活動を続けている卒

団生も出演し、岩国の音楽文化をこれから支えていく子供たちと若者

にエールを送るコンサートにしたいと考えておりますので、皆様方の

御来場をお待ちしております。 

・８月の行事報告について、定員人数を載せていますが、必ずしもこの

定員を募集しているわけではございません。お話し会等は、その場に

いらっしゃる子供たちや親子をお呼びして行っております。なお、12

日の周東図書館、19 日の美和図書館の「ちいさい子のためのおはなし

会」は、０人でした。８月 12 日の周東図書館においては、理由は分か

りませんが、その日はお子さんがいらっしゃらなかったので、今後は

時間帯などを考えていきたいと思います。８月 19 日の美和図書館もや

はり親子連れがいらっしゃらなかったのですが、同日の別の時間帯に

お話し会を実施しております。 

・８月行事報告について、新規のイベントとして、２つ★印を付けてお

ります。英語交流センターにおいて、21 日、24 日の午前午後で、ポケ

モンとスヌーピーをテーマとした行事を開催しております。新たなイ

ベントと申しましても、これにつきましては、その日のテーマ、共通

の話題を設定することで、利用者とセンターがつながるきっかけや、

コミュニケーションツールになればということと、ぷらっと来館され

た方に少しでも楽しい雰囲気を感じてもらおうと現場スタッフが企画

したものでございます。参加人数については多くありませんが、様々

な取組や小さな仕掛けを数多く展開することで、英語交流センターを

きっかけとした交流機会の増大はもちろん、英語でつなぐ力や、聞く

力の育成につなげていきたいと考えております。 

・全体を通しまして、御意見・御質問がありましたらお願いします。 

・中央図書館にお尋ねします。「小さい子のためのおはなし会」は定員６

人に対して０人。講師の先生は決まっていますか。 

・職員によるお話し会となります。 

・募集要項などはありますか。 

・周知の方法は、図書館だよりの掲載と館内掲示を行っています。 
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村尾委員 

中央図書館長 

 

村尾委員 

 

中央図書館長 

村尾委員 

 

青少年課長 

 

 

 

村尾委員 

青少年課長 

 

 

 

村尾委員 

 

 

 

 

 

青少年課長 

 

 

村尾委員 

青少年課長 

 

 

村尾委員 

 

青少年課長 

村尾委員 

 

 

 

中央公民館長 

村尾委員 

・職員のやる気に対して０人というのは寂しいですね。 

・当日、周辺で何か行事が行われていたかなど調べてみましたが、特に

はないようでした。 

・企画については、職員も事前準備含めて頑張っていますので、集めら

れるように頑張ってください。 

・検討します。 

・青少年課にお尋ねします。夏休み明けで、不登校児童生徒の増加が懸

念されますが、状況はいかがでしょうか。 

・１学期の７月の統計からは横ばいですが、支援教室等の見学希望者が

非常に増えています。北分室においては、在室０人から通室２人が既

に決まっており、南教室、西教室、中央教室についても見学、面談、

通室は、９月に入り増えております。 

・それは１学期不登校だった子供ですか。 

・そうですね。まったく学校に行けていない、支援教室ともつながって

いないお子様が、興味を示した機を捉えて、保護者の方からの連絡に

対して、見学や面談のお話を進めて何とかつなぎを求めてやっている

状況です。 

・支援教室も学校と同じように、社会性を養うために、いろいろな行事

を組まれてますよね。体験学習やオリエンテーションなどを通して人

間関係づくりを深めていくメリットがありますので、できるだけ、家

から出るようなアクションが増えてくると、学校復帰にもつながり、

良いことだと思います。青少年課としては、どのように感じています

か。 

・学校に行けず、家に引きこもっている生徒を何とか一歩、踏み出せる

ように、心の支援員が関わっていく、別室対応、支援教室につないで

いただくように学校にお願いしているところです。 

・施設の余裕はありますか。 

・中央教室は実際に 20 人、小学校５年生から中学３年生まで各学年おり

ますので、施設面では厳しい面もあるのですが、支援員が工夫をされ

て、やっていただいております。 

・教室の数が少なく、職員も限られ、部屋割りも工夫されていると聞い

ていますが、これ以上増えると運営が難しいですか。 

・中央教室も 30 人を超えるとキャパシティ的に難しいのが現状です。 

・今後、施設面も考慮しなければならない面もありますね。 

・生涯学習課にお尋ねします。中央公民館の各種講座で、例えば、陶芸

教室など、原材料費がかかるものについて、金額は講師と話し合って

決めているのですか。 

・原材料費がかかるものについては、参加者から実費徴収しています。 

・今、物価高で材料費が上がっています。担当と講師の間で、金額の話
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中央公民館長 

 

 

村尾委員 

 

 

教育長 

教育次長 

 

 

村尾委員 

 

中央公民館長 

廣田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課長 

廣田委員 

 

 

 

 

 

 

 

合いをするときに、前年度を参考に金額の設定をされると、例えば、

粘土だと、従来使えていた量の半分しか使えないなど、やりくりが難

しくなっているが、講師側から市側に値上げについて言いにくいとの

話を聞いています。従来の半量の粘土では講師のイメージする作品が

できず、イメージが落ちるという感情も持たれている場合もあります。 

・講師の謝礼は金額が決まっています。受講者の方の材料費は、受講者

に負担してもらっていますが、講師の方の材料費がどのくらい負担に

なっているか確認させてください。 

・そのことも含めて、物価も上がっていますので、何年も前と同じ金額

でやっていくのは、厳しいと言われていますので、見直しをお願いし

ます。 

・材料費の金額は決まっているのですか。 

・金額は決まっておらず、講師との協議の中で、講師から意見がないと

行政側では分からないので、今後コミュニケーションを取っていこう

と思います。 

・各支所も含めて、言いづらい面もあり、担当に実直にお話しした方が

良いと伝えています。 

・相談していただけたらと思います。 

・９月 24日の日曜日にシンフォニア岩国で合唱コンクールがありました。

県代表が集まる中国大会でしたが、10 年ぶりに岩国市で開催され、教

育長代理として参加させていただきました。その中で、先日、出雲市

で開催された中国地区市町村教育委員会連合会研修会で合唱を披露さ

れた斐川西中学校が島根県代表で出場され、金賞を受賞するすばらし

い成果を上げておられました。スポーツはなかなか難しいかもしれま

せんが、音楽もコンクールのあり方自体、流動的に、部活動の変わっ

ていく姿が確実に成果を上げている一例だと思います。すばらしいと

思いました。 

・中学校の体育祭に参加しましたが、コロナ前に戻って、お弁当ありの 1

日を通して体育祭が行われました。今、1 日を通しての体育祭はどのく

らいありますか。 

・麻里布中学校、川下中学校、灘中学校の３校です。 

・校長先生の思い、学校運営上の思い、職員の思いなど反対の意見もあ

ったと聞いていますが、うまく学校運営協議会を使って、地域としっ

かりすり合わせて、コロナ前のように、家族と一緒にお弁当を食べて

体育祭を行うというポリシーの下に頑張っておられました。コロナ前

の状態に戻そうとする学校もあるし、新しい要素を加え、新しい方向

へ、小学校でも運動会ではなく「〇〇ピック」というような名前を付

けて、体育祭のような要素で表現している学校もありました。各地区

に応じて、地域と学校が一体になり、学校運営協議会が常に大きな力
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学校教育課長 

 

廣田委員 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

廣田委員 

柿木委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

柿木委員 

 

生涯学習課長 

渡邉委員 

 

 

 

になっていると感じました。 

・通津小学校に県教育委員会の訪問と併せて行ってまいりました。通津

小学校は校舎が大変古く、特別支援学級も３クラスありますが、なか

なか十分ではありません。ソフトパワーと申しますか、先生方がそれ

ぞれ頑張っておられます。クーラーは全教室についているが、インフ

ルエンザなどが流行ってきている昨今、クーラー使用中は窓を閉めて

いて、換気をしないと健康を害するかと思いますので、機会があれば

その辺の御指導もお願いします。 

・対角換気は今も続いており、廊下ではない側の窓が全部閉まっている

ケースが散見されますので、訪問して啓発していきたいと思います。 

・新型コロナウイルス感染症とインフルエンザは、今どのような状況で

すか。 

・先週は学級閉鎖があり、体育祭明けに学校閉鎖が１校ありました。早

めの対応をしていただいた部分もあります。本日は、高森小学校が学

年閉鎖となっております。今のところ、大きな広がりはありませんが、

このタイミングで、社会見学や小学校の修学旅行が入っている学校も

あります。前後の健康観察を思い切ってやってくださっているので、

戻ってきて広がりがあるようであれば、曜日の関係を見据えながら、

学級や学年を一旦閉じて、様子を見ることを促しているところです。 

・そうですね。換気と手洗いなど基本的なことを引き続きお願いします。 

・定員の追加等について、対応いただきありがとうございました。とて

も分かりやすく、イメージが付きやすくなりました。定員に近い数が

集まっていて安心もしました。人気のイベントなども分かったので、

次年度計画する際には、当年度と比較しながらバランスを取っていけ

ば良いかと思います。継続的に行っていければ、建設的な議論にもつ

ながると思うので、引き続きよろしくお願いします。今後は支援教室

の定員などもお示しいただければ、予算等を含め、議論が深まれば良

いなと感じております。 

・生涯学習課にお尋ねします。「子育て学習会」の対象者と内容について

教えてください。 

・就学時前の親子を対象に、各学校にて就学時前検診や１日入学に併せ

て子育てに関する講座を開いています。 

・校区の進学を控えた就学時前の御家庭の方は、基本的に全員参加され

ているということですね。 

・御案内はしています。10 月と２月に実施予定です。 

・４点御報告いたします。 

・まず１点目ですが、本日、学校運営協議会に参加しました。１学期に

不登校になった生徒に対して、夏休み中に先生方がフォローを続け、

保護者と一緒に学校に来ていただき、最初は１時間程度から始め、２
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学校教育課長 

 

 

週間程度繰り返したら、２学期から登校することができるようになっ

たという事案を聞きました。先生方のフォローも長い休み期間中でな

いと難しいと思いますし、御負担も大きいかと思いますが、先生方の

アプローチで生徒が心を開いてくれた事案だと思いましたので御報告

します。 

・２点目ですが、午前中で終了の体育祭が１校、1 日フルタイムの体育祭

1 校にそれぞれ参加しました。生徒の満足感についていえば、1 日を通

して体育祭を行った中学校の生徒の充実感というか満足感を、子供た

ちの笑顔や話し声から感じました。新型コロナ等々、やむを得ない事

情もあると思いますが、生徒主体でプログラムを考え、午前、午後と

やることにより厚みも増して参加人数も増しました。できれば午後も

してほしいような気がしました。 

・３点目は、年に１回、学校運営協議会で行われる給食の試食会に参加

しました。中学校で生徒と同じ給食を１食 325 円支払い食べました。

教育委員会会議で話し合われた給食費等々を頭に浮かべながら、本日

のメニューは、お味噌汁、鰯の味噌煮、サラダ、米飯、牛乳でした。

生徒たちが準備する間、教室を回ったのですが、大変落ち着いていて、

給食当番は黙々と準備をし、待っている生徒は本や教科書を読んでい

たりして、びっくりしました。欠席者の余剰分については先生の呼び

掛けに何人かの生徒が希望したりしていました。岩国で１番残食率の

少ない学校のようでしたが、「早寝早起き朝ごはん」という活動をして

いる学校で、その辺りが生徒に浸透しており、今は体を作る時期とい

うことも認識しながら給食を食べていました。本来なら、栄養価の問

題もあるのでしょうが、校長先生から、栄養価を上げると肥満になる

というお話もあったりしました。本日は現場を見ることができ、食材

の調達やカロリーなど考えて作っていただき、感謝の気持ちでいっぱ

いです。 

・最後に、８月 18 日に中央図書館で地域連携教育の研修会に参加しまし

た。「子供たちが主体的に活動するためには」というテーマでした。６

グループに分かれ、グループ協議をした中で、児童生徒が地域の活動

に参加することで教員の負担が増すのではないかという意見に対し

て、ある学校では、学校の人権教育の時間を使って、参観日をブッキ

ングさせ、地域の交流事業もブッキングさせる形を取りながら、土曜

日に開催する。そうすることで先生方も公務として参加し、地域の方

も参加でき、良い事案だと思いました。良い事案を参考にして、地域

連携教育を抱き合わせてやっていければと思います。 

・栄養価のことなどについていただいたお言葉は、大変励みになると思

いますので、こちらからうまく伝えられたらと思います。 

・教育課程の方に地域を巻き込んでというお話ですが、目的を何にする
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教育政策課長 

 

 

教育長 

 

かというところを明確にして、いろいろな行事を学校の教育課程上、

どのように位置付けるかが必要だろうと思います。例えば、マラソン

を日曜に地域が運営をし、中学校が乗っかっているような地域もあり

ますので、学校に考えてもらうよう、市として伝えたいと思います。 

・別にないようでしたら、以上で報告第 12 号を終わります。本日の議題

は以上でございます。それでは、次回の教育委員会会議の日程につい

て、事務局からお願いします。 

・次回定例会は、令和５年 10 月 25 日水曜日、本庁２階特別会議室にて、

午後２時から所属長会議を、午後２時 30 分から教育委員会会議を開催

いたします。 

・これをもちまして、令和５年第 11 回岩国市教育委員会会議を終了しま

す。 
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岩国市教育委員会会議規則第 16 条の規定により署名する。 

 

 

 

 

教育長  守山 敏晴                              

 

教育委員 廣田 登志子                        

 

教育委員 渡邉 博明  

 


